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退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

十
日
町
市
長

　
　
　
諸
里

　
こ
の
た
び
、
一
身
上
の
都
合
に
よ

り
、
十
一
月
末
日
を
も
っ
て
市
長
職

を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
顧
み
ま
す
と
、
昭
和
五
十
四
年
五

月
、
第
五
代
の
十
日
町
市
長
に
就
任

し
て
以
来
、
六
年
と
七
ヵ
月
、
こ
れ
．

ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
ご
指
導
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

市
政
を
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
二
期
目
の
任
期
半
ば
で
は
あ
り
ま

す
が
、
職
責
を
全
う
し
な
い
で
退
任

す
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
自

身
、
誠
に
遺
憾
に
思
っ
て
お
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
対

し
、
衷
心
よ
り
お
詫
び
し
、
陳
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
　
「
ま
ち

づ
く
り
」
は
、
市
と
市
民
の
共
同
作

業
で
あ
り
、
で
き
あ
が
っ
た
「
ま
ち
」

は
、
市
と
市
民
の
共
同
作
品
で
あ
る

と
い
う
理
念
に
基
づ
い
て
、
対
話
を

重
ね
、
お
互
い
が
お
互
い
の
立
場
を

理
解
し
尊
重
し
合
う
、
市
民
意
識
の

酒
養
を
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
原
点
に

正
典

し
、
現
場
の
政
治
を
訴
え
、
そ
し
て

こ
れ
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
お
陰
様
で
「
産
業
田
園
文
化
都
市
」

構
築
へ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
発

想
と
力
が
大
き
な
輪
と
な
っ
て
、
都

市
基
盤
の
整
備
や
産
業
振
興
を
は
じ

め
と
す
る
、
数
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
社

会
資
本
を
拡
充
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
当
市
に
は
今
、
重
要
課

題
も
山
積
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
は
あ

へ

り
ま
す
が
、
私
は
、
さ
ら
に
広
い
視

野
で
、
よ
り
大
き
な
立
場
で
、
十
日

町
市
を
、
こ
の
地
域
を
住
み
よ
い
と

こ
ろ
と
し
て
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
課

題
解
決
の
た
め
に
、
勇
気
と
情
熱
と

使
命
感
を
も
っ
て
、
鋭
意
、
勇
往
適

進
、
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
決
意

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
寛
容
な

心
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
今
後
と

も
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と

、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

冬期ごみ収集計画望鰯日

　
今
冬
の
ご
み
収
集
も

一
部
の
地
域
を
除
い
て

夏
期
の
収
集
計
画
通
り

に
実
施
し
ま
す
。
　
（
収

集
日
が
変
更
に
な
る
地

域
、
収
集
が
休
み
に
な

る
地
域
は
左
表
の
と
お

り
）
　
冬
期
間
は
、
降
雪
の

状
況
に
よ
っ
て
一
時
的

に
収
集
不
可
能
に
な
る

場
合
も
あ
り
、
ご
述
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
降
雪
な
ど
で
、
ご
み

収
集
車
が
通
行
不
可
能

に
な
っ
た
町
内
は
道
路

状
況
を
的
確
に
判
断
し

て
、
収
集
が
可
能
に
な
る
ま
で
家
庭

で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
車
両
の
運
行
が
で
き
な
く
な
る
町

内
は
従
来
ど
お
り
、
持
ち
出
し
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
設
け
、
衛
生
施
設
組
合

餓漿懸難変i翼謡睡難醐12．1」

収集対象地域 もえるゴミ もえないゴミ

中村、六箇山谷、麻畑、田麦 金 第1、第3水

名ヶ山、鉢（バス回転場まで） 水 第4月
轟木、新水、焼野、魚之田川 水 第2金
鶴載蝶癖擁醜雛期12．1一
◎ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

圏
鴫
晒
鼎
室

ナ
2
B
2
・
叢

聞
　
月
　
月
　
月
～
民

　
　
談
1
2
談
1
2
談
1
2
時
市

コ
相
　
相
　
相
　
－
o
所

談
故
政
職
罐

　
　
事
　
行
　
内

相
通
例
回
問
場

　
　
交
　
定
　
巡
　
時
会

長
を
通
じ
て
、
衛
生
施
設
組
合
（
盈

五
二
ー
三
九
二
四
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
粗
大
ご
み
（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・

洗
濯
機
な
ど
）
は
、
冬
期
間
収
集
し

ま
せ
ん
。

◎
事
業
系
の
も
え
な
い
ご
み
は
各
自

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
保
管
場
所

の
な
い
事
業
者
は
高
城
沢
で
有
料
保

管
し
ま
す
）

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

◎
年
末
は
十
二
月
三
十
日
㈲
ま
で
、

年
始
は
一
月
四
日
出
か
ら
日
程
表
通

り
収
集
し
ま
す
。

地区名 対象地域
十日町、川治

六箇、吉田

津池、菅沼、大池、赤倉、椌木、長里、

落之水、船坂、塩ノ又、中手、中平

中　　条

喜勝、池谷、入山、蕨平、東枯木又、

西枯木又、三ツ山、上田原、宇田ヶ沢、

山新田、中条菅沼、小貫

下　　条 仙之山、平、漉野、慶地、・二子、願入、塩野

水　　沢

天池、池ノ尻、漆島、池沢、野中、鍬柄沢、

当間、大石、南雲、中在家、水沢市ノ沢、

珠川

〈1日》 ぐ8日》 く115日》 〈22日》

㈱吉田商会土市給油所 富剛石油馬場給油所 ㈱ミナミ商会川治給油所 ㈱吉田商会土市給油所
㈱山田屋商店十日町給油所 十日町石油㈱十日町第1給油所 ㈱村山商会十日町中央給油所 ㈱村昭十日町給油所
㈱山松商店十旦町バイパス給油所 十日町木工㈱②給油センター ㈱村山石油十日町給油所 ㈱山松商店十日町バイパス給油所

協和石油㈱十日町給油所 ㈱山松商店十日町給油所 アイランド商会上島給油所 十日町石油㈱十日町第2給油所

，小林石油㈱十日町給油所 ㈱村昭住吉給油所 ㈱倉沢石油春日町給油所． ㈱新潟ケンベイ美雪町給油所

長谷川石油㈱下条給油所 大渕石油店栄橋給油所 ㈱山田屋商店四日町給油所 長谷川石油㈱下条給油所
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⑳

　
　
　
　
　
　
　
◎

▼
投
票
で
き
る
人

　
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
、
市
外
転
出
者
以

外
は
投
票
で
き
ま
す
。

“　
こ
の
登
録
さ
れ
て
い
る
人
と
は
、

十
二
月
十
五
日
現
在
で
満
二
十
歳
以

上
で
、
九
月
六
日
ま
で
に
市
内
に
転

入
し
、
住
民
登
録
が
す
ん
で
い
る
人

で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
に
最
も
身
近
で

か
か
わ
り
の
あ
る
十
日
町
市
長
選
挙
が
十

二
月
八
日
告
示
さ
れ
、
十
二
月
十
五
日
に

投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
市
政
を
任
せ
る
人
を
よ
く

考
え
て
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

▼
投
票
で
き
な
い
人

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て

も
投
票
日
ま
で
に
市
外
に
転
出
し
た

人
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

▼
市
内
で
の
異
動
者

　
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
市
内
で
住

所
の
異
動
届
を
し
た
人
は
、
新
住
所

の
投
票
所
で
、
十
二
月
一
日
以
降
に

届
出
を
し
た
人
は
、
前
住
所
の
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

　
入
場
券
は
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通

じ
、
お
届
け
し
ま
す
。
届
か
な
か
っ

た
り
　
紛
失
し
た
場
合
で
も
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
投

票
で
き
ま
す
の
で
投
票
所
で
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
投
票
時
間

　
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で

す
。
投
票
所
に
よ
っ
て
は
繰
り
上
げ

投
票
す
る
所
も
あ
り
ま
ぐ
の
で
、
入

場
券
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

醜
．
轟

％。
唱

㊧
　
　
㊧

④
⑱
㊧
㊨

　
選
挙
公
報
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政

見
な
ど
を
有
権
者
の
皆
さ
ん
に
よ
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
各
世
帯

に
配
布
し
ま
す
。

投票所が一部変更
　になります

　
左
表
の
通
り
、
投
票
所
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
入
場
券

を
よ
く
確
認
し
て
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
区
名

投
票
所

投
票
に
参
集
す
べ
き
区
域

第
　
　
九

新
座
保
育
園

新
座
一
・
二
・
三
・
四
（
睦
）
、
本
町
七
の
一
・
二
、
三
和
町

第
三
十
五

水
口
集
落
開

発
セ
ン
タ
ー

新
保
、
水
口
、
下
山
、
新
光
寺

第
三
十
入

二
子
部
落

・
セ
ン
タ
ー

二
子

第
四
十

水
沢
南
部

保
　
育
　
園

水
沢
一
・
二
・
三
、
馬
場
丁
二
・
三
・
四

第
四
十
七

桑
原
昭
夫
宅

鍬
柄
沢

第
五
牽
一

水
沢
市
ノ
沢

集
　
会
　
所

中
在
家
、
水
沢
市
ノ
沢
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い
ろ
麟
鰯
な
投
票
制
虜

　
　
　
　
　
　
ご
利
周
く
だ
さ
い

　
投
票
は
、
投
票
日
に
有
権
者
が
投
票
所
に
行
っ
て
、
直
接
自
分
で
投
票

す
る
の
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
や
む
得
な
い
特
別
の
事
情
で
、
投
票
日

に
自
分
で
投
票
で
き
な
い
人
の
た
め
に
「
不
在
者
投
票
」
な
ど
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
し
て
棄
権
を
し
な
い
よ
う
に
心
が
け

ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
事
実
を
所
定
の
請
求
書
兼
宣
誓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
に
書
い
て
署
名
・
押
印
し
て
く
だ

不
在
者
投
票
　
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
出
稼
ぎ
な
ど
勤
務
の
都
合
で
市
外

　
投
票
日
の
当
日
、
病
気
、
そ
の
ほ

か
や
む
を
得
な
い
事
情
で
投
票
所
へ

行
け
な
い
人
が
告
示
日
か
ら
投
票
日

の
前
日
ま
で
の
間
、
投
票
で
き
る
制

度
で
す
。

　
▼
　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
、
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
の
事
由
に

該
当
す
る
人
で
す
。

①
投
票
日
当
日
、
投
票
区
の
区
域
外

で
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事
中
の
人

（
勤
務
・
長
期
出
張
中
な
ど
）

②
や
む
得
な
い
用
務
で
、
市
外
に
旅

行
中
ま
た
は
滞
在
中
（
団
体
旅
行
・

新
婚
旅
行
な
ど
）

③
病
気
・
負
傷
・
出
産
の
前
後
等
の

た
め
歩
行
が
著
し
く
困
難
な
人

④
不
在
者
投
票
の
指
定
さ
れ
た
施
設

に
は
い
っ
て
い
る
人

　
▼
　
不
在
者
投
票
の
方
法

●
選
挙
管
理
委
員
会
に
「
印
鑑
」
と

「
入
場
券
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
不
在
者
投
票
事
由
を
申
し
出
て
、

に
居
住
し
て
い
る
人
の
不
在
者
投
票

は
、
告
示
日
か
ら
投
票
日
ま
で
期
間

が
短
か
い
の
で
、
早
め
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。
方
法
は
つ
ぎ
の
通
り

で
す
。

①
家
族
の
人
、
ま
た
は
代
理
人
が
、

十
日
町
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

不
在
者
投
票
用
紙
等
交
付
請
求
書
の

用
紙
を
も
ら
い
、
出
稼
ぎ
先
の
本
人

に
送
り
ま
す
。

②
本
人
は
、
そ
の
請
求
書
に
必
要
な

事
項
を
記
入
し
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
送
り
ま
す
。
（
投
票
用
紙
の
請
求
）

③
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
そ
の
請
求

書
に
よ
り
、
　
「
投
票
用
紙
」
　
「
不
在

者
投
票
用
封
筒
」
　
「
証
明
書
」
を
本

人
に
送
り
ま
す
。

④
本
人
は
、
　
「
証
明
書
」
を
開
封
し

な
い
で
「
投
票
用
紙
」
と
と
も
に
、

そ
の
居
住
地
の
市
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
行
っ
て
投
票
し
ま
す
。

⑤
居
住
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

十
日
町
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
送

付
さ
れ
て
き
ま
す
。

㊨
　
①
～
③
ま
で
は
、
告
示
日
前
で
も

　
可
能
で
す
。

　
④
は
、
告
示
日
以
降
に
行
う
こ
と

　
に
な
っ
て
い
ま
す
。

o
不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
て
い

る
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
・
身
体
障
害

者
更
正
援
護
施
設
な
ど
に
入
院
（
入

所
）
中
の
人
は
、
そ
の
施
設
で
投
票

で
き
ま
す
か
ら
、
そ
の
施
設
の
長
に

申
し
出
る
と
本
人
に
代
っ
て
投
票
用

紙
の
交
付
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く

れ
ま
す
の
で
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
▼
　
投
票
場
所
な
ど

　
不
在
者
投
票
は
、
市
役
所
二
階
選

挙
事
務
室
で
、
十
二
月
八
日
か
ら
十

四
ま
で
の
毎
日
、
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

β瀞～ヒヘ〃

競
耀

Q

点
字
投
票

　
目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
に
よ

っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
も

選
挙
権
が
行
使
で
き
る
よ
う
に
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま

す
。　
▼
　
郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
る

　
　
　
人

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
（
自
宅

で
投
票
用
紙
に
書
い
て
郵
便
で
選
挙

管
理
委
員
会
に
送
る
方
法
）
が
、
で

き
る
人
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
、
か
つ
、
左
表
に
該
当
す
る
人
で

す
。

煮　＼
毅鎚

鬼8
布
壕
、

i▼7■π’一＝

盤・
⇔

●　　　　　　　　　●

知　　　　お戦
●　　　　　　　　●

知　　　iを身
障

事　　　　持傷
が　　　　ち病
証　　　　の者明
し
　
　
　
　 人手
た　　　　で帳
人　　　　　iを

事　　　iお体
が　　　　持障
証　　　　ち害明
し
　
　
　
　 の者
た　　　　人手
人　　　　で帳

宝
口
の
範
囲

障呼じ心体両 障呼じ心体両
害吸ん臓幹下
の器臓　　の肢
程障障障障障

害吸ん臓幹下
の器臓　　の肢
程障障障障障 障

度害害害害害 度害害害害害
が が
右 右 宝

口

記
　第特　第特に

　三別　二別該　項項　項項
当
　症症　症症す
　　か　　　かる
　　ら　　　ら人

記
　三一　　二一・
に

　級級　級級該　　も　　も
当
　　し　　　しす
　　く　　　くる
　　は　　　は人

の
程
度

人て載者で いさて者で
いさとあ 　一るれ記とあ
　一るれ記る 人て載しる

　
続
き
は
こ
ー
て
㊥
講
懇
鋸
備
鱒
誕

　
　
　
（
艀
罐
翻
麗
齢
馨
雄
講
蒲
敦
撃
場
事
）

　
　
　
　
　
亀
譜

代
理
投
票

　　　　　　　　　，一一一“、＼
　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　1　　　　　ノ　　　　　ノ
　　　　ノ
　　　ノ　　！
　　1　1
1ノ

　　　（手帳証認付）

郵便投響擁歪付申請／

　
身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、
自
分

で
投
票
用
紙
に
、
候
補
者
の
氏
名
を

書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

代
理
投
票
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
く
だ
さ

い
。
二
人
の
投
票
補
助
者
が
決
め
ら

れ
、
一
人
が
お
聞
き
し
た
候
補
者
の

名
前
を
代
筆
し
、
他
の
一
人
が
立
ち

会
っ
て
確
認
し
代
理
投
票
が
行
わ
れ

ま
す
。
（
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
）

諺
紹
　
紙
騒
創

　
　
揚
貿
用
ー
日
到

　
　
　
ノ
簾

　
　
　
　
　
　
鐵

（郵便投票証明書を添付）

編
わ仕じ、

隻慰㌧

磁

（
懸
艶
雛
頒
酸
離
聾
毯
人
）

拶

」　　（必ず郵送すること）

目宅等で投稟して郵便で送る

　　　　（氏名自書）
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クロス10十日町

7日　13：00～16：30　大ホール

克雪都市づくりフォーラム
　よりよい雪国を皆さん全員の知恵で考えましょう

戴

　
　
　
難

　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
妻
臼

7日12：00～17：008日9：00～15：00

　　グランドホrル・バザール広場・駐車場

　　屋根雪処理技術展示会
　　ビックリですね、

　　　こんなにもたくさんの技術があります

》展示をお願いしている技術です。

黙柳式自然融雪屋根　　窺ナショナル屋根融雪システム

黙バンユー融雪システム　　察テクノ融雪ヒーター

寮YTK融雪屋根　　黙プラヒート　潔NHC工法

嫁温空式融雪装置

嫁コロナ温水循環式融雪システム

黙日本ユーセツ融雪システム

冷スノーメルト

黙プロスパー融雪システム　　翠ジェット融雪

窺オールゴット温水式融雪システム

球トキワ式波状流水消雪システム　　球雪ぴ防止ネット

P球ブリヂストン融雪システム　　球スノーシューター

1黙住金ヒートパイプ融雪　　球北越融雪システム

球廃棄物焼料ボイラ　　索ルーフシャベル

購雪トケター

黙クリエート融雪システム

翠スベルーフ　　卓流雪溝屋根

…

繋

灘
響

　
醸瓢

講　演　「地下水の開発と利用」

　講　師　　日本地下水開発㈱研究室長　飛山　隆幸

フォーラム1　「道路交通確保と住民協力」

　提　案　　十日町土木事務所　　市・建設部

フォーラムII　「私も克雪しています」

　事例発表者
冷雪ぴ防止ネット　く小川繁雄・小川電気商会〉

窺雪ぴ落とし器　く中林信子・十日町中2年生＞

黙毛管ブロック消雪　　く池野正志・興和地下建設㈱＞

窺簡易井戸を利用した消雪　く村山武雄・㈱村山商会＞

窺家庭温排水を利用した消雪　く佐藤二郎・川治上町＞

窺地下水を利用した平屋根融雪　〈尾身藤作・春日町＞

　司会者　　山内　正胤（十日町新聞社社長）

　助言者　　星名甲子郎（雪と生活研究会会員＞

8日　（出発時間）1回目10：00・2回目13：00

クロス10駐車場出発　いずれも50人です

克雪関連施設見学ツアー
もの知り博士になるチャンス、参加しませんか

　　　　　見学予定コース
窺克雪実験ハウス　下水処理センター地内

球融雪屋根実験棟市庁舎東側車庫

窺循環式消雪パイプ　市民会館前駐車場

窺流雪溝用水貯留施設　猿倉地内・田川

窺塗装流雪溝　西浦町地内

1〉ツアー参加希望者は

先着順です。早めに申し込みください。

　市・市民生活課環境係

　　　盈57－3111㊥141

覇麺幽

昭
和
56
年
「
克
雪
都
市
宣
言
」
を
行
い
、

　
毎
年
1
2
月
第
1
土
曜
日
を
「
克
雪
都
市
宣
言
記
念
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

雪
国
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
　
　
　
『
克
雪
フ
ェ
ア
』
で
す
。

　
”
雪
な
ん
て
何
さ
”
…
…
み
ん
な
が
集
合
、
み
ん
な
で
エ
ン
ジ
ョ
イ
！

灘

　　灘、
騰灘

騨

懸

鵡

　　　小型除雪機械展示会
　あなたがさがしていたのがあるかもしれません

卓ロータリー除雪機など、

　最新の小型除雪機械が約50台展示されます。

克雪アラカルト
　　譲

繍

灘

おまつりですから

　子供たちの遊びもいっぱい

寮克雪住宅相談コーナー

翠ビデオコーナー

窺観光物産コーナー

球雪合戦ゲームコーナー

寮写真展
窺積雪深予想コーナー

蟻ちびっ子広場

4



　
市
で
は
昨
年
度
、
道
路
除
雪
費
の
負
担
に
つ
い
て
公
平
化

を
図
る
た
め
道
路
除
雪
制
度
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
が
￥

今
年
度
か
ら
f
国
・
県
・
市
道
の
ダ
ン
ブ
カ
i
排
雪
に
伴

う
町
内
の
四
割
負
担
ー
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
み
ん
な
の
道
路
で
す
。
お
互
い
に
負
担
し
ム
ロ
い
ま
し
よ
う
。

∩
購
．
醸
紹
鴫
辮
雪

　
冷
除
雪
費
の
六
割
を
助
成
し
ま
す
。

　
窺
助
成
申
請
は
町
内
・
除
雪
組
合

単
位
で
、
そ
の
代
表
者
が
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
は
必
ず
除
雪
作
業
を

行
う
前
に
し
て
く
だ
さ
い
。
作
業
後

の
申
請
は
助
成
金
の
支
払
い
が
で
き

ま
せ
ん
。

§
§
』
『
ミ
N
ミ
ミ
ミ
§
ミ
§

　
窺
助
成
金
の
支
払
い
は
、
除
雪
作

業
後
、
除
雪
業
者
に
費
用
を
支
払
い

（
必
ず
口
座
払
い
）
、
金
融
機
関
の

支
払
い
証
明
書
を
添
付
の
う
え
請
求

し
た
後
に
な
り
ま
す
。

∩
謎
麟
殖
潮
辮
雪

窺
除
雪
費
の
四
割
を
助
成
し
ま
す
。

　
窺
戸
数
が
五
戸
以
上
あ
る
市
道
認

定
外
路
線
が
対
象
で
す
。

　
た
だ
し
消
防
小
屋
が
あ
る
場
合
は
、

五
戸
未
満
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
※
申
請
お
よ
び
請
求
手
続
き
は
町

内
委
託
除
雪
と
同
じ
で
す
。

∩
罵
淵
瑠
駕
勧

　
　
町
内
負
担
（
禰
誤
ハ
断
剛
）

　
旗
従
来
、
排
雪
費
用
の
全
額
を
市

で
負
担
し
て
い
ま
し
た
が
、
個
人
の

屋
根
雪
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ダ
ン
プ
カ
ー
費
用
の
四
割
を
町
内
で

小型ロータリー除雪機の

　共同購入に補助金が

十日町市小型ロー一タリー除雪機

整備事業がスタートします！
ミ

醤

謡

議

醤

萱
§

地域の克雪活動を進めること

を目的としています。希望の町

内会・除雪組合はどうぞ。
　　　　灘　　　螺i鱒
　　，蹴
　灘灘

騨

　謝

負
担
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
窺
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
町
内
、

市
、
県
で
事
前
協
議
を
し
ま
す
。

∩
超
麟
用
罰
、
躍
縛

　
窺
人
家
な
ど
が
連
な
っ
て
い
る
地

域
で
、
大
量
に
道
路
に
出
さ
れ
た
屋

根
雪
を
ダ
ン
プ
カ
ー
で
排
雪
す
る
場

合
は
、
ダ
ン
プ
カ
ー
費
用
の
四
割
を

町
内
で
負
担
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
窺
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
町
内
、

市
で
事
前
協
議
を
し
ま
す
。

　
貸
し
出
し
（
納
納
曝
簸
幟
贈
際
）

　囹対象となる事業は

　5世帯以上ある町内会または除雪組合が、共同で

小型ロータリー除雪機を購入する場合です。

　囹補助対象となる額は

　1件・50万円以上です。

　ただし、200万円を超える場合は200万円とします。

　囹補助金の額は

　補助対象額の30％以内です。

　囹申し込みの期問は

　補助金の交付を受けようとする年度の4月1日か

ら10月31日までの間に申し込みください。

　　　今年度の申込期問は、

　　　　　　つぎのとおりです

　11月25日から昭和61年1月31日までの間に申し込

みください。

〈申し込み・問い合わせ先〉

　　市・市民生活課環境係（智57－3111⑧141）

　
窺
距
離
・
道
路
条
件
な
ど
に
よ
り
、

ど
う
し
て
も
貸
し
出
し
が
一
部
の
町

内
に
片
寄
り
ま
す
の
で
、
貸
出
料
を

徴
収
し
ま
す
。

　
琢
貸
出
料
は
通
常
単
価
の
五
割
程
－

度
と
し
、
そ
の
四
割
を
徴
収
し
ま
す
。

　
除
雪
作
業
に
は
危
険
が
伴
い
ま
す
。

必
ず
誘
導
員
を
つ
け
る
な
ど
、
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
と
り
わ
け
通
学
路
で
は
、
児
童
・

生
徒
の
登
・
下
校
時
の
作
業
は
極
力

さ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
．
建
設
課
維
持
管
理
係
（
費
五

七
⊥
三
一
一
⑧
二
六
三
・
二
六
七
）

、
　
糠
…

　
　
　
験

N

醤

醤
§

§
§
璽
妻
議
§
ミ
N
ミ
§
ミ
N
醤
藝
N
ミ
藝
§
『
§
ミ
s
議
ミ
s
醤
§
ミ
N
醤
ミ
ミ
s

　
　
　
注
雪
｝

　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〃
．
●

　
市
で
は
、
克
雪
対
策
で
一
番
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
「
屋
根
雪
処
理
」

を
進
め
る
た
め
、
今
年
度
よ
り
融
雪

屋
根
推
進
班
を
設
け
、
　
「
克
雪
住
宅

相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
窓
口
に
し
て
情

報
・
資
料
の
提
供
や
雪
に
関
す
る
各

種
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
、
市
内
に
は
十
種
類
の
屋

根
雪
処
理
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
条
件
が
異
な
る
た
め
に
一

般
的
な
比
較
デ
ー
タ
の
収
集
が
困
難

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
冬
か
ら
市
庁
舎
東
側

の
車
庫
を
使
用
し
て
八
つ
の
シ
ス
テ

ム
の
比
較
実
験
を
行
い
、
皆
さ
ん
の

住
宅
の
環
境
に
適
し
た
克
雪
住
宅
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
融
雪
屋
根
実

験
棟
の
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
間
も

な
く
完
成
し
ま
す
。

　
こ
の
冬
は
、
ひ
と
目
で
屋
根
雪
の

状
況
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　
　
　
シ
ス
テ
ム
の
紹
介

①
柳
式
自
然
融
雪
屋
根
（
温
風
）

②
温
空
式
融
雪
装
置
（
温
風
）

③
バ
ン
ユ
i
融
雪
シ
ス
テ
ム
（
温
水
）

④

サ
ン
ロ
ー
ル
温
水
融
雪

　
　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
（
温
水
）

⑤
ス
ノ
ー
メ
ル
ト
（
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
）

⑥
ナ
シ
ョ
ナ
ル
屋
根
融
雪

　
　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
（
温
水
）

⑦
コ
ロ
ナ
温
水
循
環
式
融
雪

　
　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
（
温
水
）

⑧
プ
ラ
ヒ
ー
ト
（
電
熱
）

融雪装置が屋根面にあるもの・また屋裸裏にあるものと各樟工法が〒庁舎屋上から見た実験棟
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1いいく・スポー●”一ナー

総合体育館（体育課）

　　西本町1
　　智52－4377

“冬期ジュニア軟式庭球

　　　　教室“参加者募集

■》参加資格小学生（高学年）
　　D＞会　　場　市民体育館

》期　　問　60年12月～61年4月末

［＞会

ロ》指導
　　［＝＞そ

市民体育館

　学校町1
　盈57一一5208

．．琶

鐡
　リ

デ　ぴ
　8　　　〆

　、

ジュニアサツカー教室開催

囹日　　時

場
象
料

　
　
加

会
対
参

回
囹
囹

　毎週月曜日（第1回目・12月2日）午後5：30～7：30

　費　1，000円（ボール代一保険料他）

　　初回参加時に納入してください。

員　湯沢一彦（市体育指導員）ほか市軟庭連会員

の他詳細は、本町1・湯沢一彦（智57－9166）へ。

酔驚
　　、、

　ノ　ン
ワ　　　　　　　　、

屋外体育施設は、11月12日をもって閉場し

ました。また来年の皆さんのご利用をお待ちします。

12／8・15・22・1／12・26

2／2・16・23・3／2・9・23

（午前9：30～）

総合体育館・屋内運動場

小学生・中学生・高校生

保険料として1回50円×11回
（当日納入してください）

囹申し込み・問い合わせ先

　本町7・若山裕（智52－3163）

囹申し込み・締め切り　11月30日（土）

ただし追加申し込みは随時受け付けます

囹その他外ばき、着替え、防寒の
　したくをしてきてください。ボールの

　ある人は持参してください。

φおもなスポーツ行事予定

期日 行事名 会場

6働 柔道昇級審査会 武道館 柔　道　協　会

20樹 柔　道　納　会 武道館 柔　道　協　会

22（日）
冬期市民

バドミントン大会
総合体育館 バドミントン協会

擢網の無料開赦姻は28日佐）です。●受騨難鵜羅購難難饗懇欝灘

公営住宅入居者募集

中田川市営住宅（中層耐火3階建）1戸

　家賃・25，000円

　　（6畳2室、5畳、DK）
中八幡田市営住宅（中層耐火3階建）1戸

　家賃・27，500円

　　（6畳2室、5畳、DK）

申し込み　12月5日休）までに、市・建設

　課、建築住宅係（盈57－3111㊥262）

　　へo

手レ廊…り

暢唖瞠翼　・
　電報電話局では、テレホンサービスを

行っています。あなたも一度ダイヤルを！

「妻有の味」智57－0200

％
％
％
％

～
～
～
～

％
％
％
％

けんちん汁

納　豆　汁

甘　酒　漬

氷頭なます

「妻有の歴史」　智57－1000

12月　深雪観音堂

　　　地域の黙茶の間“、文化・振興の拠点

　　　　　　　　水沢地区公民館落成
　地区の期待を担って水沢地区公民館（出張所）が、市内最後の公民館として新装

オープンします。一般使用に先立ち、11月25日から証明業務など一一部の業務を行っ

ています。この施設は近代的な設備を持つ鉄筋コンクリート2階建で、地域の文化・

振興の拠点として、また地域の“茶の間、として人数に応じて使用できる和室（3

室）をはじめ、講堂（学習室を含めて117畳）、会議室、図書室兼談話室などを備えて

いますので、多彩な催しにもお応えできるものと思います。

　一般の使用が始まるとご覧になれない所もあるかと思いますので、12月7日と8

日の2日間、皆さんに見ていただく日を設けました。ぜひご覧ください。

　一般使用は12月17日（殉からで、10日から申し込み受付します。利用方法が一部従

来と変わりますので、後日水沢地区に配布するチラシをご覧になるか、当館へお問

い合わせください。電話番号（58－3101）は変わりません。

一般公開

12月7・8日

一般使用

12月17日～

　新築に伴い、図書室が

大きくなります。寄贈い

ただける図書がありまし

たらご寄贈ください。
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ゆずります＊ゆずってください

　　・◆11月15日までの受付分

（希望者は市・商工課内消費者協会費57－3111㊥230へ）

㊤縢雛難ま雛
品　　　名 規　　格 希望価格

パソコンシャープ MZ－721 20，000円
ス　ノ　ータ　イ　ヤ ホイール付4本 3，500円

鏡 ム
ロ 一　　面　鏡

　　　　
1，000円

布 団　乾　燥 器 3，000円

電 気　コ　タ ’ソ 3，000円

ミ キ　　サ 一 1，000円

電気ス　トーブ 2，000円

電 気　医療 器 肩こり・痛み 100，000円

二　段　ベ　ツ ト 5，000円

パイ　プベツ ト 5，000円

整理タンス　2さお 1さお3，000円

食 器 棚 2　段 4，000円

雪 樋　（木製） 2　本 10，000円
電 気　コ　タ ツ （68又68cm） 3，000円

コ タ　　ツ 板 500円
鏡 ム

ロ 三　面　鏡 1，000円
軽トラックホンダアクティ スノータイヤ付 10，000円

温 風　暖　房 機 シ　ャ　ー　プ 18，000円

自 転車（男子用） 小学校5、6年生用 相談で
自 転車（婦人用） 2，㎜～3，㎜円

石油ストーブ（強制給排気〉 コロナ8畳用 相談で
ベビーサークルペット・歩行器・ロッキガチェアー 一　式 相談で
セミダブルベット 3，000円

工 レ　ピ　ア ン 80　kg 相談で
スノ7タイヤホイール付 ニッサンサニーバネット 10，000円

石油ス　トーブ コ　　ロ　　ナ 15，000円

ビーボ自動販売機 1年使用 150，000円

学 習 机 女　子　用 3，000円

鐵鎌欝総羅灘懇態・雛
品　　　名 規　　格 希望価格

扇風機（何台でも） 30cm位 相談で
ファミリーコンピュータ 相談で

防寒用マン ト 男　物 相談で
自 転　車（女子用） 小学校2年用 相談で
ス キ 一 男子5、6歳用 相談で
ス キ 一 ノルディック用 相談で
ス キ　　ー 靴 ノルディック用

19cm～20cm 相談で

審季貸出寵口聾設
　いよいよ冬将軍の到来。

今年も冬季の貸出文庫を設置

します。

　同時に通年貸出文庫（22カ

所）の本も入れ替えます。

　どうぞお気軽にご利用くだ

さい。貸し出しは1人2冊以

内で期間は2週間以内です。

・十日町市公民館図書室
　　（盈57－5011）

塵顯欝塀コ
◎日時12月6日働
　　　午前10時～午後3時
◎会　場　市役所市民相談室

◎相談担当者　関東信越国税局　税務

　　　相談官
お気軽にご利用ください。

スパイクタイヤ使用自粛

のお願い　　新潟県

県では、スパイクタイヤの使用によっ

て生ずる道路の被害や粉じんの発生を防

止するために、「スパイクタイヤ不使用」

の周知徹底に努めています。

　ドライバーの皆さん、冬期間は安全運

転に心がけるとともに、スパイクタイヤ

の使用自粛にご協力をお願いします。

配本所一覧（14ヵ所）雛鵯

地区 町　名 配　本　所 電　話

川治
関根1湯　川　輪　店 57－8794
城之古1 城之古公民館 57－8322
北新田3 樋口義一宅 57－1078

中条 四日町2 滝沢正一宅 57－0593

・下条

上新田3 大渕英雄宅 52－2388
上新田1 堀　義　一　宅 56－2765

漉　　野 東下組小学校 55－2532
飛渡 新　　水 飛渡第一小学校 59－2077

稲　　葉 丸山孝一宅 57－1865
吉田山谷 藤　巻　功　宅 52－3047

吉田

高島2涌井哲司宅 57－4914
鉢　　2 真田小学校 52－4001

水沢新宮2村山千玄宅 58－2735
土市2十日町体力つくりスイミングスクーノレ 58－3343

自然写真集団“四季“

　一第1回作品展一
●期　間　11月30日（土）～12月4日㈱

●会場　クロス10　2階ギャラリー

ご来場をお待ちしています。

作業緯電
◆12月4日㈱　午前9時～正午　本町5・

本町6～1・6～2の各一部　◆12月6・

日㈹　午前9時～正午　本町3・4、若
宮町、田中町東の各一部　◆12月10日（火）

午前9時～正午　高田町4・5・6、高

山4の各一部　◆12月11日㈱　午前9時

～正午　寿町4、昭和町1、高田町2の

各一部　栄町の全部　◆12月13日㈹

午後1時～4時　下条栄町の一部桑原、

下条本町、下条中央通り、為永、蟹沢、

野田、山根、仙之山、平、漉野、二子、

塩野、願入の全部

　半昨デ★直かそ　究生で会ラ★お　たんらく素★
一年年1家につうお生’すにン四坊清朝＿十れ晴r
日閥突トが話た怒亙。清Q参テ年さ孝子工月だし十

糖
の
第
一
印
象
を
「
誠
実

し
だ
」
、
暴
わ
い
ち
し

」
と
、
照
れ
な
が
ら
も
卒
「

し
で
く
れ
ま
し
た
。

近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

の
機
会
も
多
か
っ
た
の
が
、

如
、
溝
孝
さ
ん
は
仕
事
で

の
ハ
ワ
イ
暮
し
。

も
欠
か
さ
ず
に
、
手
紙
の

孝そ加イ前んささ十にのい日
さのしア’。んん七六はま町

九
州
で
開
催
さ
れ
た
ボ

活
動
の
畢
i
ダ
…
研
修

て
知
り
合
っ
た
そ
う

時
朝
子
さ
ん
は
大
学

ん
は
別
の
大
学
の
研

は
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で

ち
で
す
ね
」
と
話
し
て

、
東
京
・
世
田
谷
区
か

箇
山
谷
の
富
井
溝
孝
さ

歳
）
に
嫁
い
で
こ
ら
れ

（
二
十
六
歳
）
で
す
。

は
実
家
（
祇
園
寺
）
の

十日町の

人に

　　　なりました
■六箇山谷

富井朝子さん
～東京都．世田谷区から～　〔63〕

康のでえ現しれも家もたのど転台朝あrたそな二換
な楽なのは朝の大も安のちらででさた話　にみ。し

代
で
給
料
が
消
え
た
こ
と

ん
で
す
」
と
朝
子
さ
ん
。
・

ん
は
、
十
歳
ま
で
宮
城
県

育
ち
、
そ
の
後
お
父
さ
ん

東
京
へ
。

も
近
く
に
お
寺
が
あ
り
、

着
い
た
雰
囲
気
が
好
き
だ

こ
と
。
お
寺
に
嫁
ぐ
こ
と

は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

賛
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。

好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

が
寂
し
か
っ
た
」
と
、
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

子
さ
ん
、
　
　
　
　
　
一

、
お
寺
の
日
課
や
檀
家
を

に
忙
し
い
毎
日
。
都
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
近
所
付
き
合
い
が
で
き
一

し
み
と
い
う
、
明
る
く
、

若
奥
様
で
す
。

て
い
た
と
い
う
情
熱
的
な

共
に
、
　
「
郵
便
屋
さ
ん
と

に
な
り
ま
し
た
」
と
、
楽

思
い
出
を
語
っ
て
く
れ
ま

7　と・∂監．ガ夢3δぢ賀75亡f翻r　昭和60年11月25日
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市
の
総
人
ロ
は
四
八
、
○
〇
五
人

男
二
三
、
五

九
人
、
女
二
四
、
四
八
六
人

ー
昭
和
六
十
年
国
勢
調
査
結
果
（
概
数
）
ー

　
十
丹
一
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
た
昭
和
六
十
年
国
勢
調
査
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
二
百
七
十
三
人
の

調
査
員
の
ご
協
力
に
よ
り
終
了
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
調
査
結
果
は
、
国
か
ら
十

二
月
に
全
国
、
都
道
府
県
お
よ
び
市

区
町
村
ご
と
の
男
女
別
人
口
が
公
表

さ
れ
、
そ
の
後
順
次
詳
細
な
集
計
結

果
が
公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（
概
数
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

十
日
町
市
で
取
り
ま
と
め
た
人
口

∂
…
・
；
曳
．
。
8
、
ノ
。
、
．
ノ
魁
．
．
．
9
㍉
∂
3
．
9
．
」
覧
。
．
．
・
㍉
∂
・
■
9
9
；
し
．
．
．
．
㍉
ノ
．
・
9
；
も
．
．
．
．
・
》
3
・
．
；
覧
．
畳
。
．
・

　
　
　
地
区
別
人
口
お
よ
び
世
帯
数

総
人
　
旦

　
総
人
口
は
、
四
八
、
○
〇
五
人

（
男
・
二
三
、
五
一
九
人
、
女
・

二
四
、
四
八
六
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
前
回
の
昭
和
五
十
五
年
国

勢
調
査
人
口
よ
り
一
、
五
五
〇
人
、
率

に
し
て
三
、
一
％
減
少
し
て
お
り
、
こ

の
五
年
間
、
毎
日
お
お
む
ね
一
人
ず

つ
減
り
続
け
た
計
算
に
な
り
ま
す
。

㍉
∂
3
9
9
8
ノ
覧
9
．
。
・
。
、
，
3
θ
・
；
も
9
．
．
8
、
，
3
・
・
9
♂
し
9
。
．
・
．
、
∂
。
一
、
σ
．
♂
も
9
9
．
・
．
、
，
．
9
9
・
9
ノ
も
．
．
．
・
・
、
∂
●
。
9
9
5

地区名 世帯数 総　　数 男 女

合　計
昭和60年 翅，477 48，⑧05 23，51⑨ 24，婆86

昭和55年 12，516 49，555 24，202 25，353

増減灘 △O．3 △3．1 △2．8 △3．4

十日町

昭和60年 3，488 11ジ946 5，728 6，218

昭和55年 3，600 12，811 6，087 6，724

増減率 △3．1 △6．8 △5．9 △7．5

中　条
昭和60年 2，786 11，126 5，508 5，618
昭和55年 2，735 11，228 5，589 5，639

増減率 1．9 △O．9 △1．4 △O．4

川　治

昭和60年 2，465 8，964 4，370 4，594

昭和55年 2，441 9，216 4，432 4，784

増減率 1．O △2．7 △1．4 △4．O

六　箇
昭和60年 203 942 474 468
昭和55年 217 970 488 482

増減率 △6．5 △2．9 △2．9 △2．9

吉　田
昭和60年 881 3，740 1，884 1，856

昭和55年 893 3，903 1，952 1，951

増減率 △1．3 △4．2 △3．5 △4．9

下　条
昭和60年 1，007 4，292 2，158 2，134

昭和55年 982 4，329 2，153 2，176

増減率 2．5 △0．9 0．2 △1．9

水　沢
昭和60年 1，647 6，995 3，397 3，598

昭和55年 1，648 7，098 3，501 3，597

増減率 △0．1 △1．5 △3．O O．O

地
区
別
人
口

　
市
内
全
地
区
で
人
口
が
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
中
条
地
区
、
下
条
地
区

は
共
に
○
・
九
％
（
対
前
回
比
）
と

わ
ず
か
な
減
少
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。　
し
か
し
、
十
日
町
地
区
が
六
・
八

％
の
減
、
吉
田
地
区
が
四
・
二
％
の

減
と
特
に
高
い
減
少
率
を
示
し
て
い

る
こ
と
が
、
調
査
結
果
か
ら
注
目
さ

れ
ま
す
。世

帯
数

　
世
帯
数
の
減
少
率
は
○
・
三
％
と

わ
ず
か
で
す
。
こ
れ
は
、
一
家
の
中

の
若
者
を
中
心
と
し
た
一
部
転
出
が

多
く
、
さ
ら
に
核
家
族
化
の
進
行
が

主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
全
人
口
を
全
世
帯
数
で
除

し
た
一
世
帯
あ
た
り
人
口
は
、
今
回

の
調
査
で
三
・
八
五
人
と
な
り
、
年
々

減
少
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

（
五
十
五
年
は
三
・
九
六
人
）

　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
●

※
昭
和
六
十
年
国
勢
調
査
人
口
お
よ

び
世
帯
数
は
概
数
で
あ
り
、
後
日
総

務
庁
統
計
局
か
ら
公
表
さ
れ
る
確
定

数
と
は
、
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

鱈
勢
講
藻
誌

齪
蓑
嚢
は
八
＋
七
通

繭
圏
　
。
は
・
つ
ぎ
の
と
お

臓
　
り
釜

一
位
　
福
崎
正
平
（
田
麦
）

　
　
　
　
　
四
八
、
○
〇
三
人

二
位
　
児
玉
幸
夫
（
稲
葉
）

　
　
　
　
　
四
八
、
○
〇
二
人

〃
　
岩
田
正
孝
（
栄
町
）

　
　
　
　
　
四
八
、
○
〇
二
人

〃
　
池
田
文
江
（
田
川
町
三
）

　
　
　
　
　
四
八
、
○
○
八
人

三
位
　
高
橋
里
美
（
城
之
古
東
町
）

　
　
　
　
　
四
八
、
○
〇
九
人

〃
　
佐
藤
重
幸
（
土
市
五
）

　
　
　
　
　
四
八
、
○
○
○
人

観
光
ア
イ
デ
ア
を

　
　
　
　
募
集
し
ま
す

テ
垂
マ
『
き
も
の
の
に
お
い
の
す
る

　
街
づ
く
り
に
つ
い
て
』

　
（
作
文
、
一
ロ
ア
イ
デ
ア
等
形
式

　
は
問
い
ま
せ
ん
）

賞
　
晶

　
一
席
　
共
通
商
晶
券
（
三
万
円
分
）

　
二
席
　
　
　
〃
　
　
（
二
万
円
分
）

　
三
席
　
　
　
〃
　
，
（
一
万
円
分
）

聞
い
合
わ
せ
・
応
募
先
　
十
日
町
市

　
観
光
協
会
開
発
委
員
会
（
本
町
六

　
ク
ロ
ス
⑳
内
奮
五
七
！
三
三
四
五
）

応
募
締
め
切
り
　
十
二
月
二
十
日
働

あし歯のないよい歯の子
　（11月の3歳児健診を受けた子53人）

氏　名 住　　所 保護者名

高橋　太郎 上　　原 義孝
尾身千恵子 四日町4 良　太

阿部　勝家 北新田2 昇　一

　　あり　さ関　　光砂 谷内丑1 武　美

堀　　真弓 上新田1 四　郎

　　とも　こ今田　智子 大黒沢東 芳　明

　　　あきら斉藤　　礼 大黒沢東 勝

鈴木美和子 四日町2 建四郎

神田　　実 小泉2 茂
池田麻利子 高田町4 朝　男

12

月
分
乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

事
　
業
名

期
　
日

受
付
時
間

対
象
児

会
　
　
場

3
歳
児
健
診

12

月
5
日

　
㈹

午
後
1
時

　
　
～
2
時

57

年
6
月

生
れ
の
幼
児

保
健
セ
ン
タ
ー

1
歳
6
カ
月

児
　
健
　
診

12
月
1
3
日

　
働

午
後
1
時

　
　
～
2
時

59

年
6
月

生
れ
の
幼
児

4
カ
月
児
健
診

　
並
び
に

育
児
学
級
12
月
1
8
日

　
㈱

午
後
1
時

～
1
時
3
0
分

60

年
8
月

生
れ
の
乳
児

10

カ
月
児

身
体
測
定
12
月
1
6
日

　
㈲

午
後
1
時

　
　
～
3
時

60

年
2
月

生
れ
の
乳
児

講蓼

誕
舗

1
歳
6
ヵ
月
児
・
3
歳
児
健
診
の
幼
児
は
歯
科
健
診
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

歯
を
き
れ
い
に
み
が
い
て
来
て
く
だ
さ
い
。

十12月の休日救急医
1日（日）山口医院（下条中央通り）費55－2003

　　上村病院（中里村）費63－2111
8日（日）至誠堂医院（西浦町東）費52－3276

　　津南病院（津南町）盈65－3161
15日（日）第二藤巻医院（川西町）費68－2018

22日（日）中条病院（北　原）奮57－3018

29日（日）山口医院（袋町中）奮52－2174

30日（月）第二藤巻医院（川西町）麿』68－2018

31日㈹至誠堂医院（西浦町東）費52－3276

一献血車日程一
12月10日㈹　㈱花碩（若草）

12月11日㈱㈱エ　ド　ヤ

時間はいずれも

午前10時～午後3時

・
8


